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ABSTRACT

We present  the design of  a cont ro l  system of  the i n j e c t o r
l i nac  f or  SPring-8 .  The l i nac  is requi red to be opera ted f u l l
automat i cal l y  as an r e l i a b l e  i n j e c t o r  l inac.  Because of  these 
requirements ,  we chose a d i s t r i but e d  contro l  system ar c h i t e c t ur e  
of  a s i ngl e  layer net-work to s i mpl i f y  the pr o t o c o l  between the 
net-work of  the l i nac  and of  the booster  synchrotron or the 
storage r ing. VME computer s of  68 0 3 0 are d i s t r i but e d  to each 
modulators ,  and a l l  cont ro l  s i gnal s  are gathered to the nearest  
VME computer.  OS-9, OS-9000 and Lynx-OS are on t r i a l
gat i on of  the performance.  The net-work prot oco l  is
chosen TCP/IP， but we expect MAP/MMS to make a high 
and are preparing a test  of  i t 。
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大 型 放 射 光 施 設 入 射 系 線 型 加 速 器 の 制 御 系 設 計

こ の 線 型 加 速 器 は 大 型 放 射 光 施 設 の 入 射 器 で あ る こ と か ら 、 高 い 信 頼 性 を 求 め  
ら れ る の み な ら ず 、 運 転 に 要 す る 人 員 を 最 低 限 に す る た め に 、 メ ン テ ナ ン ス を 含  
め た 高 度 な 自 動 化 が 要 求 さ れ て い る 。 こ の 自 動 化 が 線 型 加 速 器 完 成 時 に 完 全 に 達
成 さ れ て い る こ と は 必 ず し も 必 要 で  
な る よ う に 初 期 設 計 の 段 階 か ら 配 慮

ま た 、 一 般 的 に 行 わ れ て い る よ う  
ウ ン の 構 築 手 順 で は な く 、 末 端 の 機  
な く て は な ら な い 。 則 ち 、 上 位 層 の  
を 選 定 し な く て は な ら ず 、 最 終 的 に  
と さ な い よ う に 、 フ レ キ シ ビ リ テ イ  
考 慮 す る べ き 点 が 非 常 に 多 い 。

こ れ ら の 条 件 を 配 慮 し 、 上 位 層 に  
い が 明 確 に 行 え る も の と し て 、 V M 
R F 系 、 真 空 系 、 磁 石 系 及 び モ ニ タ  
る 方 式 を と る 。 線 型 加 速 器 全 体 と し  
各 モ ジ ュ レ 一 夕 （ 2 7 台 ） に 1 台 づ つ  
層 構 造 を 多 重 化 せ ず 透 過 性 を 高 め 、 上 
室 ） か ら 要 求 の あ っ た デ 一 夕 の み を ネ  
こ れ に よ り 、 ネ ッ 卜 ワ ー ク の 負 荷 を 低 減 す る と と も に  
答 速 度 を 高 め る こ と が で き る 。

ソ フ ト ウ ヱ ア に 関 し て も 構 造 化 と オ ブ ジ ヱ ク ト オ リ  
れ 、 生 産 性 と 柔 軟 性 の 高 い も の と な る よ う 配 慮 す る 。
リ ア ル タ イ ム 性 に 対 応 す る た め に O S の 入 れ 替 え も 有  
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ネ ッ ト ワ ー ク 構 成
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2 • 通 信 プ ロ ト コ ル

ま ず 、 第 1 段 階 と して イ一 サネ ツ 卜に T C p / I P の 組 み 合 わ せ で L A N を 構
成 す るo サ 一 ノ s' とな るヮ ーク ステ — シ 3 ン の U N I X 、 V M S や ン ト ロ ー  ラ の
0  S 9 等 を 含 め ほと んど の 0 S が 標 準 で サ ポ — 卜 し て お り 、 初 期 の 機 器 試 験 に 際
して の ト ラ ブ ル を 軽 減 で き るo )こだ し フ ア イ ル 転 送 と 仮 想 端 末 の 機 能 だ け で は
不 十 分 で あ る と 考 え ら れ 、 ま た 実 時 間 性 の 要 求 に も 対 応 で き るよ *9 に ブ ロ 一  ドバ
ンド M A P と 第 7 層 の M M S まで 含 め た M A P プ 口卜 コ ノレを 試 用 し最 終 的 な プ 口
卜コ ル を 選 択 す るo その 他 ' プロ 卜 Z2 ル 選 択 の た めに 検 討 したも の を 以 下 に あ げ
るo • U D P / I P

• C A M A C の シリ アル ノ\ イ ヴ エ ィ
* M I L 1 5 5 3 B を 簡 略 化 し た b の

3 V M E の 0  S

各 コ ン 卜口 一 ラに は実 時 間 性 を も o た 0 S を 採 用 す るo こ れ 以 外 の 選 定 条 件 と
して 開 発 シ ス テム を必 要 と し な い こ と ス 夕 ン ドァ ロ — ン で 動 作 及 び デ バ ッ グ
が で 含 る こ とヽ 当 然 の事 な が ら マ ル チ 夕 ス ク であ るこ と、 ソフト の 一 部 外 注 が 可
能 な よ ろ に あ る 程 度 市 場 に 普 及 し て い る こ と な ど を 考 慮 し て 0 S 9 を 選 択 し た o
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ない の で 、 v ル チ夕 スク であ りな が ら セ キ ユ y テ ィ等 の 機 能 に 不 十 分 な 点 が あ るo
その 他 、 0 S 選 択 の ため に検 討し た も の を 以 下 に あげ るo
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4 . 制 御 対 象 と の 取 り 合 い
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る 部 分 が 多 く 、 制 御 機 器 側 は 、 モ ニ タ 系 で 用 意 す  
マ ル チ プ レ ク サ 等 ） の 出 力 を 受 け 取 る も の と す る 。 
な い 限 り 、 モ ニ タ の 出 力 は 一 次 処 理 回 路 で 一 般 的 な  
る 形 の 信 号 に 整 形 さ れ る も の と す る 。

ロ 波 回 路 、 磁 石  
機 器 は す べ て V 
ケ ン サ 等 ） は原 
。 機 器 側 で は 各  
た め の 信 号 整 形  
の S / N 等 に 特 殊  
る 一 次 処 理 回 路  
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